

































































た Scarlet Letter や 1ページにつき本文の二倍か三倍の脚注がついてくる
Paradise Lost の授業は，果てのない山道，また山道であった。ウィキペデ
ィアの「ウ」の字を匂わせるなり，怒涛のダメ出し。図書館で資料を集めて
も引用文献の書き方がなってないと雨あられのダメ出し。いつの間にか
Amazon で本を買い過ぎ雪崩を打つ引き落とし。
そんな日々の中，英文研究室で「旅の仲間」たちとお昼を食べながらあれ
これおしゃべりをし，泣き言を言い，好きな本や映画の話をすることがなに
よりの息抜きであり，また刺激でもあった。正直に言うと，どうやって修論
を書いたかは記憶の霧の中に隠れてしまい鮮明には思い出せないが，なぜ
か，みんなで材料を買い，門戸厄神にあった私の下宿で鍋パーティーや餃子
パーティーをしたこと，庭とピアノが美しい山下さんの自宅の豪邸で福島さ
ん直伝のスコーンを焼いたことなどは鮮明に覚えている。修論の執筆にはそ
れぞれが苦しんでいたように思うが，みんなで集まって美味しい物を食べ，
研究とは関係のない話で盛り上がると，不思議とまた論文に取り組む気力が
戻って来るのだった。
なんとか修論を書き上げる頃には，みんなはそれぞれ就職や結婚をし，
「旅の仲間」はバラバラになった。博士課程には同期がおらず，なんだか本
当に火の山まで指輪を一人で運ぶホビットになったようであった。幸い，私
の周りには研究の道を示してくれる先輩や先生方が多くいたため，迷うこと
なく博士課程を終えることができたが，今でもやはり，あの「旅の仲間」た
ちと過ごした日々は，研究という旅の途中で得られた何よりの宝物であった
と私は思う。
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